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次々と入るシュート、華麗なパスさばきに大歓声！次々と入るシュート、華麗なパスさばきに大歓声！！！

平成２０年度町民バスケットボール大会開催平成２０年度町民バスケットボール大会開催！！
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いい で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオ
ッ チン

グ

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

挨拶をする大西副会長

５
月

日
（
日
）、
井
手
町
体
育

２５

協
会
（
奥
田
武
彦
会
長
）
主
催
の

平
成

年
度
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

２０

ー
ル
大
会
が
、
府
立
山
城
勤
労
者

福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
大
西
副
会
長
が

挨
拶
。

本
大
会
は
、
男
子
８
チ
ー
ム
、

女
子
８
チ
ー
ム
が
参
加
。
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
井
手
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
や
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
の
生
徒
ら
も
参
加
し
、
社
会
人

チ
ー
ム
を
相
手
に
一
歩
も
引
か
な

い
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

【
男
子
の
部
】

優

勝

鬼
軍
曹

準
優
勝

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

【
女
子
の
部
】

優

勝

ル
ー
キ
ー
ズ

準
優
勝

岡
田
鉄
筋

熱戦が繰り広げられました（男子チーム）

ショートテニスを楽しむ参加者

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
開
始
式

４
月

日
（
土
）、
平
成

年
度

２６

２０

の
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
開
始
式
が
府
立
山
城
勤
労
者

福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、
小
学
生
ら

中
室
委
員
長
よ
り
汐
見
町
長
に
提
言
が
わ
た
さ

れ
ま
し
た

４
月

日
（
月
）、
井
手
町
第
２

２８

水
源
給
水
検
討
委
員
会
（
中
室
克

彦
委
員
長
）
の
第
２
回
目
の
会
議

が
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
検
討
委
員
会
は
、
第
２
水
源

か
ら
基
準
値
（
０
．０
０
０
５
㎎

／
ℓ
）
以
下
の
、
ご
く
微
量
の
水

銀
が
検
出
さ
れ
た
事
を
受
け
、
安

全
で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
現
在
の
、
ろ
過
施
設
と

同
じ
状
態
の
模
擬
装
置
を
用
い
た

水
質
浄
化
実
験
の
結
果
報
告
が
事

務
局
よ
り
あ
り
、
水
銀
は
検
出
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
検
討
委
員

会
で
は
、
現
在
の
町
浄
水
場
の
ろ

過
装
置
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
水
銀
が
定
量
下
限
値
（
０
．

０
０
０
０
５
㎎
／
ℓ
）
未
満
に
除

去
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
第
２
水
源
か

ら
の
給
水
は
問
題
が
な
い
と
の
意

見
集
約
が
さ
れ
ま
し
た
。

５
月

日
（
木
）
同
検
討
委
員

２９

会
の
中
室
委
員
長
か
ら
汐
見
町
長

あ
て
に
、
第
２
水
源
の
水
質
は
、

当
初
よ
り
水
道
法
の
基
準
値
未
満

で
あ
る
こ
と
か
ら
安
全
で
あ
る

が
、
安
心
を
さ
ら
に
確
保
す
る
た

第
２
回
井
手
町
第
２
水

源
給
水
検
討
委
員
会

白熱した試合の連続（女子チーム）

め
、
当
面
は
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
公
表
す
る
よ
う
に
提
言

が
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
提
言
内
容
に
沿
っ

て
、
第
２
水
源
か
ら
の
給
水
開
始

に
向
け
準
備
を
進
め
、
準
備
が
整

い
次
第
給
水
を
行
う
と
と
も
に
、

第
１
水
源
と
の
交
互
運
転
に
よ
る

給
水
体
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

９０開
会
に
あ
た
り
奥
西
康
人
運
営

委
員
長
は
「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
て
、
友
達
を
つ
く
り

地
域
の
人
と
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
。
開
会
式
終
了
後
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
と
し
て
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

種
目

１１

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は
、
た
け
の
こ

掘
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

スポーツ吹き矢を楽しむ参加者
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作品作りに夢中の園児ら

５
月

日
（
金
）、
玉
川
保
育
園

２３

年
長
組
の
園
児

人
が
、
ま
ち
づ

２８

く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
陶
芸
を
体

験
し
ま
し
た
。

園
児
ら
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
陶

芸
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回

園
児
ら
は
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や

お
茶
碗
、
お
皿
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

園
児
ら
の
力
作
は
、
７
月
に
玉

川
保
育
園
で
行
わ
れ
る
納
涼
大

会
、

月
に
開
催
さ
れ
る
井
手
町

１１

文
化
祭
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

４
月

(
)

日
日
、
北
部
公
民
館

２７

周
辺
で
、
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
、
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
京
田
辺
市
消
防

署
井
手
分
署
の
分
署
員
ら
が
講
師

と
な
り
、
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
の
消

火
栓
取
り
扱
い
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

り
扱
い
訓
練
や
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
８
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
町
議
会
に
お
い
て
、
副
町
長
に
中
谷

浩
三
理
事
（
総
括
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。中

谷
氏
は
、
同
月

日
に
退
任
さ
れ

１１

た
福
田
宏
司
氏
の
後
任
で
、
昭
和

年
４６

に
町
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
企
画
財

政
課
長
、
総
務
部
長
な
ど
を
経
て
、
平

成

年
４
月
か
ら
理
事
（
総
括
）
に
。

２０任
期
は
、
５
月

日
か
ら
４
年
間
。

１２

副町長に

中谷浩三氏を選任

「
自
分
達
の
ま
ち
は
、自
分
達
で
守
ろ
う
」を
合
言
葉
に
自
主

防
災
訓
練
が
北
部
区
・
西
部
区
・
南
部
区
で
行
わ
れ
ま
し
た

起震車による地震体験（北部区）

５
月

日
（
日
）、
多
賀
小
学
校

１１

で
、
自
主
防
災
訓
練
行
わ
れ
、
西

部
区
民
ら
約
１
１
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
京
田
辺
市

消
防
署
井
手
分
署
の
分
署
員
ら
が

講
師
と
な
り
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

よ
る
消
火
訓
練
、
心
肺
蘇
生
術
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

バケツリレーによる消火訓練（西部区）

５
月

日
（
日
）、
南
部
公
民
館

１８

で
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓

練
で
は
応
急
担
架
を
使
っ
て
の
避

難
訓
練
や
、
消
火
器
の
取
り
扱
い

訓
練
や
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
の
放
水

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
応
急
処
置
の
場
所
を
確
保
す

る
た
め
テ
ン
ト
の
設
営
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

応急担架を使っての避難訓練（南部区）

２
期
８
年
に
わ
た
り
、
助
役
・
副

町
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
福
田
宏

司
氏
は
、
５
月

日
付
け
を
も
っ

１１

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
氏
は
、
昭
和

年
に
町
職

３８

員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
総
務
部
庶

務
課
長
、
事
業
部
長
、
民
生
部
長
、

教
育
委
員
会
次
長
、
同
和
対
策
室

次
長
、
上
下
水
道
部
長
を
経
て
、
平

成

年
に
助
役
と
し
て
、
ま
た
平

１２
成

年
よ
り
副
町
長
と
し
て
活
躍

１９
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
宏
司
副
町
長
退
任

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

粘
土
を
こ
ね
て
作
品
作
り

総務課からのお知らせ

中国・四川大地震及びミャンマー・サ
イクロンによる被災者募金箱の設置
について

中国四川省の地震とミャンマー連邦を襲っ
たサイクロン災害により、多くの死者が出るな
ど住民や家屋等に大きな被害が出ました。被
害を受けられた被災者への支援として、５月２３
日から６月２３日まで各施設に募金箱を設置し
ますので、一人でも多くの方々の善意のご協力
をお待ちしております。
設置場所は、井手町役場１階・山吹ふれあい

センター図書館・いづみ人権交流センター１
階・玉泉苑・ＪＡやましろ農協井手町支店・玉水
駅前休憩所「さくら」の6つの施設に設置して
います。
なお、皆さんからお預かりした救援金は、日

本赤十字社を通じて、被災国での活動等の支援
に活用されます。
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▼

５月２３日（金）、多賀第二製茶組合（辻井一彦組合長）の製茶工場に
汐見町長、大和田参与らが激励に訪れました。同組合では、５月１３日か
ら６月１０日頃までの期間中に約６０トンの生葉を連日２４時間体制で「てん
茶」に加工しています。

▼

４月２５日（金）、井手町高齢者総合福祉センターいでの里とまち
づくりセンター椿坂で、府の天然記念物である地蔵禅院のシダレ
ザクラの苗木の植樹が行われました。

今回植樹された苗木は、地蔵禅院の方が、種子を４年前に採取さ
れ、１ｍ余りにまで成長したものを町に寄贈されたものです。

▼

５月１日（木）、玉川保育園児２９人が、たけのこ掘り体験を行いました。
園児らは、地面から少しだけ顔をのぞかせている竹の子の周りをスコ

ップで慎重に掘っていき、先生らと協力しながらたくさんの竹の子を収
穫しました。

収穫された竹の子は、てんぷらとして給食にだされ、おいしくいただ
きました。

▼

５月２３日（金）、玉川保育園内にある子育て支援センターで、ベビ
ー用品などの子育て用品のバザーが開催されました。

今回の催しは、同センターで活動されている子育てサークルの「さ
んさん会」「竹の子ひろば」のみなさんが、乳幼児を子育て中のお母さ
ん同士の交流を深めてもらおうと企画されました。

当日は、帽子・靴・服などの衣類、おもちゃや日用品などが販売さ
れ、多くの来場者で賑わっていました。
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介護保険料の決め方と納め方
介護保険料は、４０歳以上のみなさんが普段から保険料を負担し、介護が必要と認定されたときに費用の一部を支払って、介護保険の

サービスを利用するしくみです。介護保険のサービスにかかる費用の１９％は、６５歳以上のみなさんの保険料に支えられています。

保険料は、みなさんが安心してサービスを利用するための大切な財源となりますので、納付にご協力をお願いします。

◎第１号被保険者（６５歳以上の人）の保険料の決め方

所得に応じて７段階の保険料になっています。

※井手町の基準月額保険料は３，９７３円です。

第１号被保険者が納める介護保険料は、毎年４月１日現在の世帯構成に基づき、住民税の課税状況や所得の状況などにより第 １

～７段階までのいずれかに決まります。

住宅の省エネ改修に伴う固定資産税の減額制度について
平成２０年４月１日から平成２２年３月３１日までの間に、一定の省エネ改修工事を行った場合、その住宅にかかる固定資産税額

の３分の１が減額されます（都市計画税は対象になりません）。

適用要件…次の全てを満たす住宅
（１）次の①から④までの工事のうち、①を含む工事により現行の省エネ基準に新たに適合するよう改修工事を行った住宅

①窓の改修工事 ②床の断熱改修工事 ③天井の断熱改修工事④壁の断熱改修工事

（２）平成２０年１月１日以前に建てられた住宅（賃貸住宅を除く。）

（３）改修工事にかかる費用が３０万円以上

２０年度介護保険料は、２０年４月１日現在の介護保険の被保険者（本人）が属する世帯の世帯構成と、６月以降に確定する住民税

の課税状況（２０年度分）、所得の状況（１９年分）などに基づき決まります。

◎第２号被保険者（４０歳～６４歳の人）の人の保険料の決め方

加入している医療保険によって決め方、納め方が違います。

保険料（年額）保険料の調整率対象者所得段階

23,838基準額×0.5生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の人第１段階

26,698基準額×0.56住民税非課税世帯で、合計所得金額+課税年金収入額が80万円以下の人第２段階

36,710基準額×0.77住民税非課税世帯で、第２段階に該当しない人第３段階

47,675基準額×1.00本人が住民税非課税である人第４段階

65,315基準額×1.37本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満の人第５段階

77,234基準額×1.62本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上500万円未満の人第６段階

95,350基準額×2.00本人が住民税課税で合計所得金額が500万円以上の人第７段階

納め方決め方

医療保険分と介護保険分をあわせて、国民健康保険税

として納めます

所得や世帯の満４０歳～６４歳の介護保険対象者の人数

で決まります
国民健康保険加入者

医療保険分と介護保険分をあわせて、健康保険料とし

て給与から差し引かれます

健康保険組合、共済組合など加入している医療保険の

算定方式に基づいて決まります
職場の健康保険加入者

◎介護保険料の納め方は２通りあります

特別徴収

○老齢・退職（基礎）年金等が年額１８万円以上の人(月額１万５，０００円)以上の人

普通徴収
○老齢・退職（基礎）年金等が年額１８万円未満の人(月額１万５，０００円未満の人) ○老齢福祉年金のみ受給している人

○年度の途中で６５歳になった人 ○年度の途中で所得段階が変更になった人 ○年度の途中で他の市町村から転入した人

○４月１日時点で老齢・退職（基礎）年金等を受けていなかった人

＊お問い合わせは、高齢福祉課（℡８２‐６１６５）まで

減額期間工事完了時期

翌年度分平成20年4年1日から平成22年3月31日までの改修

減額率床面積

固定資産税額の3分の11戸あたりの床面積が120㎡以下のもの

120㎡分の固定資産税額の3分の11戸あたりの床面積が120㎡を超えるもの

適用範囲…対象床面積は１戸あたり１２０㎡まで

申告方法
減額を受けようとする人は、改修後３ヶ月以内に建築士、指定確認検査機関又は登録住宅性能評価機関が発行する証明書を添

えて、税務課へ申告してください。申告書は同課にあります。＊お問い合わせは、役場税務課（℡８２‐６１６３）まで
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子
ど
も
に
熱
が
で
た
と
き
は

も
し
夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
発

熱
な
ど
の
症
状
が
で
た
と
き
は
、

小
児
科
の
当
直
医
を
置
く
（
表
参

照
）病
院
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

時間帯病院名曜日

午後８時～翌日午前８時
宇治徳洲会病院

月

火

水

木

金

田辺中央病院

土

午後８時～翌日午前８時日

午後９時～翌日午前８時祝

子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援セ

ンター｣を開設しています。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日

（午前９時半～午後４時）にご利用できますので、いつでも気軽にあそびにきてください。

お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐2232）まで

わらべうた・七夕飾りつくり6月27日（金）

わらべうた・七夕飾りつくり6月20日（金）

とことこちゃん広場【１歳半～就学前の子供と保護者】

よちよちちゃん広場【７ヶ月～１歳半位の子供と保護者】

ぴよぴよちゃん広場【妊婦～６ヶ月位の子供と保護者】

6・7月の事業のお知らせ
時間：午前10時～正午

※予約は要りませんので自由にご参加ください。

わらべうた・七夕飾りつくり7月４日（金）

おでかけひろば（西部公民館）で遊んだよ！

◆宇治徳洲会病院は当番日以外でも実施されていますが、受診される際は確認してください。

おでかけひろば【妊婦～就学前】

いづみ人権交流センター6月16日（月）

西部公民館6月23日（月）
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ありがとう、おばあちゃん

徳島県・三好市立三野中学校３年 井上愛子
いのうえ あいこ

「ありがとう。」
おばあちゃん達から、拍手と「ありがとう。」という言葉

が返ってきました。識字学級に行かせてもらった私達にと
って、この日は忘れられない一日になりました。
私達は、道徳や総合的な学習の時間に識字学級のことを
学びました。識字学級とは、家の手伝いをしたり小さい子
の面倒を見たりして学校に行けなかった人たちが集まって
勉強するところです。私は最初それを聞いたとき、学校に
行きたいのなら、少しくらい行けばよかったのにと思いま
した。
でも、「夕やけがうつくしい」や「雨の指文字」の学習を

進めていくうちに、私の考えは間違っていると気づきまし
た。これまでに部落差別というのを何度も聞いてきました
が、その部落差別が学校へ行きたくても行けなかった理由
のひとつだということも知りました。文字を奪われると同
時に、人として当たり前に保障されるべき人権も奪われて
いたのです。学校に行って嫌な言葉を言われたり、いやが
らせをされたりという事実を聞いて、どんなにつらくて悲
しかっただろうと思いました。
私達は、そんなおばあちゃん達に喜んでもらいたいとい
う思いで、出し物を考えることになりました。みんなで話
し合った結果、歌と、紙芝居「十二支の話」に決めました。
「やるからには頑張ってやろう。」
と、みんな一生懸命に役になりきったり、大きい声を出し
たりして、練習をしました。
そして、ついにその日がやってきました。私達はとても
緊張しながら、おばあちゃん達のいる部屋に入りました。
私はずっと、識字学級はしんみりとしていて、私達が行く
ことによって迷惑をかけるのではないのかな、と思ってい
ました。でも、部屋に入ってみると、私が想像していたと
ころとは全然違っていました。おばあちゃん達は、とても
明るく、とても元気でした。そして、とてもとても温かく、
緊張している私達を全部包み込むような感じでした。頑張
って練習してきたことを精一杯発表しよう、と臨んだ歌と
紙芝居は大成功でした。おばあちゃん達の中には、涙を流

してくれた人や、「今日のことを孫に教えてあげよう。」と言
ってくれた人もいました。そして、「ありがとう。」と、言っ
てくれたその言葉と拍手は、今でも私の耳に残っていま
す。
そして、私達がした質問に対して、おばあちゃん達は思
い出すのも嫌な体験を、握りこぶしを震わせながら話して
くれました。当時娘だったおばあちゃんは銭湯に行ったと
き、「部落の者とは一緒に風呂や入れるか。」という聞くに堪
えられないような言葉を投げつけられ、心がちぎれるほど
悲しく悔しかったと語ってくれました。同じ人間なのに、
ただ生まれた場所だけで、そんなことを言うなんて、私も
聞いていてお腹の底から怒りが込み上げてきました。今も
その時のおばあちゃんの目は心に焼きついています。そし
て、瞳の奥のこらえきれない怒りは話していくうちに悲し
みの色に変わっていったような気がしました。
私は、このようなたくさんのつらい経験を乗り越えて
今、たくましく明るくやさしい顔をしているおばあちゃん
達を目の前にして、本当にすごいと思いました。このおば
あちゃん達に出会うまで、識字学級はしんみりとした暗い
ところと思っていた自分がとても恥ずかしかったです。そ
れは、私自身が被差別部落に対して持っていた差別意識で
した。つらい目にあったから、下を向いているおばあちゃ
んかというとそうではありませんでした。
二度と差別を起こしてほしくないという強い気持ちを持っ
たおばあちゃん達でした。そして、字を学びながら、子や
孫にはこんな思いは絶対に味あわせたくないと闘っていま
す。だからこそ、自分の経験をあの目で訴えるように話し
てくれたのです。
私は、今回識字学級やそこで出会ったおばあちゃん達を
通して、部落差別のことを今までよりも深く考えさせられ
ました。遠い世界のことと思っていた差別は、実は自分の
中にあるものでした。だから私は、うわさや自分勝手な基
準で見ることなく、心の瞳でその人のことを見られるよう
にしたいです。
あの日、あの瞬間のおばあちゃんの力強いこぶし、しわ

の刻み込まれた温かい笑顔が私に人としての生き方を教え
てくれました。おばあちゃん達が味わった苦しみや悲しみ
を決して無駄にしないように、強くてやさしい気持ちを大
切に、私は生きていきたいです。

「
親
ま
な
び
広
場
」
が

は
じ
ま
り
ま
す

み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
、「
親
ま
な
び
広
場
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
代
の
子
育
て
は
、
身
近
に
子
育

て
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い

た
め
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
を
行

き
詰
ま
り
状
態
に
追
い
込
ん
で
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
子
育

て
の
悩
み
や
す
ば
ら
し
さ
を
交
流
し

な
が
ら
学
び
合
え
る
場
を
つ
く
ろ
う

と
、
井
手
小
学
校
の
保
護
者
の
み
な

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
「
親
ま
な
び

広
場
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
広

場
に
は
「
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

も
参
加
し
て
支
援
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
教
材

を
活
用
し
た
り
、
参
加
者
の
体
験
や

思
い
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
、
子
育

て
の
楽
し
さ
や
知
恵
を
伝
え
合
い
、

一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

年
間
６
回
の
実
施
予
定
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
第
２
回
親
ま
な
び
広
場
予
定
】

日
時
／
７
月

日
（
月
）

１４

午
前

時
～
正
午

１０

場
所
／
い
づ
み
児
童
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
小
学

校
（
飯
田
）
ま
で

電
話
：

‐
２
１
１
９

８２

＊
「
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・・・

小
学
校
の
早
い
段
階
か
ら
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
確
立
さ
せ
学
習
習

慣
が
身
に
付
く
よ
う
に
、
学
校
の

内
外
に
お
い
て
家
庭
と
連
携
し
な

が
ら
支
援
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
井
手
小
学
校
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

教育の窓

2007年度 全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権についての思いを作文に

書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につ

けてもらうことを目的に開催されています。

作品から伝わってくる、中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。



2008-6 広報いで ８

【
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

日
時
／
６
月

日
（
日
）
午
前
９
時
半
～

２９

場
所
／
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
水
）

１８

／
７
月
２
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
６
月

日
（
土
）

２１

／
７
月
５
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
土
）・

日
（
土
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
６
月

日
（
金
）・

日
（
金
）

１３

２７

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
６
月

日
（
金
）・

日
（
金
）

１３

２７

い
ず
れ
も
午
前

時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
６
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２６

《
ビ
ー
ズ
手
芸
教
室
》

日
時
／
６
月

日
（
木
）・

日
（
月
）

１９

３０

／
７
月
８
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

＊
申
込
期
限
／
６
月

日
（
金
）

１３

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
水
）・

日
（
水
）

１１

１８

い
ず
れ
も
午
後
７
時

分
～
８
時

分

１５

４５

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
６
時
半
～
９
時

２３

＊
申
込
期
限
／
６
月

日
（
金
）

１３

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
（
第
１
回
）】

日
時
／
６
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
６
月

日
（
金
）

１３

／
７
月
４
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
】

日
時
／
７
月
４
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

／
７
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
か
わ
い
い
お
花
を
作
り
ま
し
ょ
う
》

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１８

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

「
現
況
届
」の
提
出
は
６
月
中
で
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
状
況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
家
庭
で
の
児
童
養

育
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
対
象
者
は
、
小
学
６
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。届

出
に
必
要
な
添
付
書
類
は
、
受
給
者
が
会
社

員
等
で
、
職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
今
年
の
１
月
１

日
以
降
に
井
手
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
他
に
前

住
所
地
の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
平
成

年
度
児

２０

童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
４
）
ま
で

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
７
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
７
月
５
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
ま
し
た
か

新
築
住
宅
は
、
平
成

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅（
戸
建
て
住
宅
・

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成

年
５
月

２３

日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切

３１な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝

室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防
課

（
℡

‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
京
田
辺
市
消
防
署
井

６３
手
分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２
ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
６
月

日
（
日
）
午
前
８
時
～

１５

場
所
／
井
手
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

６
月
は
、
町
府
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
１
期
納
期
限
で
す
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【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
火
）

２４

／
７
月
８
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
前
９
時
半
～

時
半

１８

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
６
月

日
（
火
）

２４

／
７
月
８
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
前

時
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
２
０
０
８
山
吹
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時
／
６
月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１４

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
献
血
】

日
時
／
７
月
４
日
（
金
）
午
前

時
～

時
半
・
午

１０

１１

後
１
時
～
３
時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
子
ど
も
会
交
流
大
会
】

日
時
／
７
月
５
日
（
土
）
午
前

時
～

時
半

１０

１１

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

対
象
／
Ｈ

・
・
８
か
ら
Ｈ

・
１
・
１
生
ま
れ

１６
１０

１７

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
７
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ

・
・

か
ら
Ｈ

・
１
・
２
生
ま
れ

１８
１０
２６

１９

受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
６
月

日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時

分

１７

４５

・
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２３

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）

１６

／
７
月
７
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
６
月

日
（
木
）

１２

／
７
月

日
（
木
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
ず
れ
も
賀
泉
苑

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
７
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
お
お
む
ね

歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
６
月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月

日
（
金
）

１３

６
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

平成20年度から国民健康保険税の内容が変わります。
今年4月から開始となった後期高齢者医療制度に伴い、後期高齢者支援金等分

（支援金分）の創設、医療分の限度額（56万円→47万円）等が変わります。
国民健康保険税は医療分、支援金分、介護分（40歳以上65歳未満）により課

税することになりました。税額の通知は、6月中旬となります。お問い合わせは、
保健医療課（℡82-6166）まで

④平等割額③均等割額②資産割額①所得割額税額①＋②＋③＋④

24,000円
被保険者数
×22,000円

固定資産税額
×39.0％

課税基準額
×6.2％

医療分
（限度額47万円）

6,000円
被保険者数
×6,000円

固定資産税額
×6.0％

課税基準額
×2.1％

後期高齢者支援金等分
（限度額12万円）

5,300円
被保険者数
×7,400円

固定資産税額
×4.7％

課税基準額
×1.3％

介護分
（限度額9万円）
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

６
月

◆
一
般
書

「
マ
ネ
ー
ロ
ー
ド
」

二
郎
遊
真

「
千
両
花
嫁
と
び
き
り
屋
見
立
て
帖
」

山
本
兼
一

「
枕
女
優
」

新
堂
冬
樹

「
や
さ
し
い
た
め
息
」

青
山
七
恵

「
金
色
の
野
辺
に
唄
う
」あ

さ
の
あ
つ
こ

「
東
京
島
」

桐
野
夏
生

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】
４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
６
月
・
７
月
の
休
館
日

６
月

・
・
・

日

１６
２３
２６
３０

７
月

７
・
・
・
・

日

１４
２２
２８
３１

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
荒
野
」

桜
庭
一
樹

◆
児
童
書

「
た
こ
や
き
か
ぞ
く
」に

し
も
と
や
す
こ

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
」

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
ラ
ス

「
な
つ
の
お
と
ず
れ
」か

が
く
い
ひ
ろ
し

「
菜
の
子
先
生
は
ど
こ
へ
行
く
？
」

富
安
陽
子

「
ゆ
う
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
ぼ
う
し
」

や
ま
わ
き
ゆ
り
こ

☆
６
月
・
７
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

７
月

日
（
土
）

１２

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

６
月

日
（
土
）

２１

７
月

日
（
土
）

１９

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

３月３０日
千原ジュニア
もしも戻れるなら、もう一度
あの世界に戻りたいと想った。
もしも戻れるなら、あの人た
ちと同じ世界に帰りたいと想
った―。挫折、失恋、そして
２度目の“死の危機”の先に
見たものは？千原ジュニアが
描く、自伝的小説。

日本で一番わかりやすい手相
の本
田口二州
初めて手相に触れる人のため
に、生命線や知能線など手に
刻まれた線から運勢を探す方
法と、恋愛や健康など知りた
い項目から手相の状態を見る
方法を、イラストでわかりや
すく紹介する。

真夜中の学校で
川端裕人
１学期の終業式の日。勇樹は、
「助けて」という声を聞いて、
いてもたってもいられない気
分になり、夜の小学校に入り
込んだ。そこで赤い服を着た
女の子・ミワと出会い…。ド
キドキの冒険ストーリー。

ごくらくねこ
内田麟太郎
ひろーい海の真ん中に小さな
島がひとつ。その島に時々や
ってくる１匹の猫。日向ぼっ
こしたり、昼寝をしたり、お
腹が空けば海に手を入れて魚
をとる。そんな猫の手招きで
やって来たのは…。頭がやわ
らか～くなるナンセンス絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

国
民
年
金
と
は
何
で
す
か
。

Ａ

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
々

に
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。
日
本
に
住
所
が
あ
る

歳
か
ら

歳
に
な

２０

６０

る
ま
で
の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
の
加
入
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勤
め
て
い
る
方
は
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と
と
も
に
、

国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
国
が
運
営
し
、
皆
さ
ん
の

老
後
の
所
得
を
老
齢
基
礎
年
金
と
い
う
形
で
保
障

す
る
ほ
か
、
万
一
病
気
や
け
が
な
ど
が
原
因
で
障

害
が
残
っ
た
場
合
に
そ
の
障
害
の
状
態
が
続
く
限

り
、
障
害
基
礎
年
金
と
し
て
所
得
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
家
族
に

対
し
て
も
、
一
定
の
要
件
の
も
と
遺
族
基
礎
年
金

と
し
て
保
障
す
る
も
の
で
す
。

受
け
取
る
年
金
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
（
平
成

年
度
価
格
）

２０

煙
老
齢
基
礎
年
金

年
額

７
９
２
，１
０
０
円

歳
か
ら

歳
に
な
る
ま
で
の

年
間
保
険
料

２０

６０

４０

を
納
め
た
場
合

煙
障
害
基
礎
年
金

年
額

１
級
の
場
合

９
９
０
，１
０
０
円

２
級
の
場
合

７
９
２
，１
０
０
円

煙
遺
族
基
礎
年
金

年
額

子
の
あ
る
妻
の
場
合
（
妻
と
子
１
人
の
場

合
）

１
，０
２
０
，０
０
０
円

子
の
み
の
場
合
（
子
１
人
の
場
合
）

７
９
２
，１
０
０
円



2008-6広報いで１１１１

ごみ収集日程表（6月11日～7月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田

⑧６月１７日
７月８日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨６月１８日
７月９日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩６月１９日
７月１０日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山

⑪６月２０日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫６月２３日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝

⑬６月２４日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭６月２５日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休

⑮６月２６日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

６月１１日

６月２５日

７月９日

６月１８日

７月２日
６月１９日

６月１２日

７月１０日
６月２６日７月３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

６月１８日

７月２日

６月１１日

６月２５日

７月９日

６月２０日
６月１２日

７月１０日
６月２７日７月４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

６月１８日

７月２日

６月１２日

６月２６日

７月１０日

６月１９日７月３日６月２５日
６月１１日

７月９日
火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



まちのカレンダまちのカレンダーー
（6月11日～7月10日）

住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日

妻夫住所

千 賀 愛児 玉 泰 明井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

正 樹綾 姫
あや め

鈴 木井手

和 雅姫真理
ひ ま り

谷 田多賀

嘉 昭嘉 人
よし と

菱 本多賀

の ぞ か希 彩
の あ

林 田井手

真杏
あんず

今 西多賀

シェイプアップ体操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水6/11
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木12
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金13

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
２００８山吹ふれあいコンサート（午後１時半～３時半、自然休養村管理センター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土14

町民ゲートボール大会（午前８時～、井手町ゲートボール場）日15
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月16
ＢＣＧ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）火17
育児相談・遊びの広場（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
生き生きふれあいサロン【かわいいお花を作りましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
シェイプアップ体操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水18

ビーズ手芸（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木19
金20

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土21

日22
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

月23

こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）
いづみふれあい学級【第１回】（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火24

水25
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木26
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）

金27

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土28

町民ボウリング大会（午前９時半～、スーパーボウル城陽）日29
ビーズ手芸（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月30
無火災デー防火パレード
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）火7/1
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水2

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木3
献血（午前１０時～１１時半、午後１時～３時、保健センター）
歴史ロマン講座【第１回】（午後７時２０分～、山吹ふれあいセンター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金4

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
子ども会交流大会（午前１０時～１１時半、府立山城勤労者福祉会館）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土5

日6
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月7
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
ビーズ手芸（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）
歴史ロマン講座【第２回】（午後７時半～、山吹ふれあいセンター）

火8

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水9
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木10

出張徴収【多賀】

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

（4月２０日から5月１９日までの届出分・敬称略）

（4月２０日から5月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】
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